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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】眼瞼との干渉を低減するのに好適な眼用器具を
提供する。
【解決手段】コンタクトレンズは、眼２０に装着可能な
装着部１２と、信号や電力を電子デバイスに伝送するた
めのケーブル１６とを備え、ケーブル１６は、装着部１
２のうち装着時に右眼角に臨む周縁に接続する。これに
より、上眼瞼２６ａ及び下眼瞼２６ｂの軌道をなるべく
避けケーブル１６を右眼角から引き出すことができるの
で、上眼瞼２６ａ又は下眼瞼２６ｂとの干渉が生じる可
能性又は度合いを低減することができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼に装着可能な装着部と、
　前記装着部と眼の外側との間で電気若しくは電磁波又は被伝達物を伝達するための伝達
媒体とを備え、
　前記伝達媒体は、前記装着部のうち装着時に眼角に臨む縁部に接続することを特徴とす
る眼用器具。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記伝達媒体は、前記装着部の周縁に接続することを特徴とする眼用器具。
【請求項３】
　請求項１において、
　前記伝達媒体は、前記装着部の前面に接続することを特徴とする眼用器具。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項において、
　前記伝達媒体は、伸縮性を有することを特徴とする眼用器具。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記装着部の外側に配置され、眼に装着可能な外装着部を備え、
　前記伝達媒体は、前記装着部及び前記外装着部を接続することを特徴とする眼用器具。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項において、
　前記伝達媒体を眼の外側で固定する固定手段を備えることを特徴とする眼用器具。
【請求項７】
　眼に装着可能な装着部と、
　前記装着部と眼の外側との間で電気若しくは電磁波又は被伝達物を伝達するための伝達
媒体とを備え、
　前記伝達媒体は、伸縮性を有することを特徴とする眼用器具。
【請求項８】
　眼に装着可能な装着部と、
　前記装着部と眼の外側との間で電気若しくは電磁波又は被伝達物を伝達するための伝達
媒体と、
　前記伝達媒体を眼の外側で固定する固定手段とを備えることを特徴とする眼用器具。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の眼用器具における前記伝達媒体に接続される前
記装着部であることを特徴とする眼用装着物。
【請求項１０】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の眼用器具における前記装着部に接続される前記
伝達媒体であることを特徴とする伝達媒体。
【請求項１１】
　請求項６及び８のいずれか１項に記載の眼用器具における前記伝達媒体を固定する前記
固定手段であることを特徴とする固定具。
【請求項１２】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の眼用器具における前記伝達媒体を介して伝達さ
れる前記被伝達物であることを特徴とする被伝達物。
【請求項１３】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の眼用器具との間で前記伝達媒体を介して電気又
は電磁波の伝送を行うことを特徴とする伝送装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、眼に装着可能な眼用器具並びにこれに適用される眼用装着物、伝達媒体、固
定具、被伝達物及び伝送装置に係り、特に、眼瞼との干渉を低減するのに好適な眼用器具
、眼用装着物、伝達媒体、固定具、被伝達物及び伝送装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子デバイスを実装するコンタクトレンズとして、例えば、特許文献１記載のエ
ネルギー放射デバイスが知られている。
【０００３】
　特許文献１記載のエネルギー放射デバイスは、コンタクトレンズ本体と、電源と、コン
タクトレンズ本体の上又は中に配置された１つ以上のエネルギーエミッタと、眼の外側に
設置される制御モジュールとを備え、エネルギー放射デバイスを有線接続により制御モジ
ュールに接続するものである（同文献〔００１１〕）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２０１３－５１８６７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１にあっては、どのように有線接続するかの具体的な構成は開
示されていない。コンタクトレンズは、眼瞼の動作によって露出と被覆を繰り返すので、
眼の外側に設置される制御モジュールに有線接続すると、眼瞼の軌道上でケーブルが眼瞼
と干渉してしまうという問題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、このような従来の技術の有する未解決の課題に着目してなされたも
のであって、眼瞼との干渉を低減するのに好適な眼用器具、眼用装着物、伝達媒体、固定
具、被伝達物及び伝送装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　〔発明１〕　上記目的を達成するために、発明１の眼用器具は、眼に装着可能な装着部
と、前記装着部と眼の外側との間で電気若しくは電磁波又は被伝達物を伝達するための伝
達媒体とを備え、前記伝達媒体は、前記装着部のうち装着時に眼角に臨む縁部に接続する
。
【０００８】
　ここで、装着部を眼に装着する態様としては、装着部を眼に直接装着すること、眼との
間に１又は複数の媒体（例えば、部材）を介在させて装着部を眼に間接的に装着すること
が含まれる。以下、発明７及び８の眼用器具、発明９の眼用装着物、並びに発明１０の伝
達媒体において同じである。
【０００９】
　また、装着部は、人又は動物の眼球に装着可能なものとして、より具体的には、眼球に
形状適合性を有する曲面状又は眼球の表面形状に沿った球面形状のものとして構成するこ
とができる。以下、発明７及び８の眼用器具、発明９の眼用装着物、並びに発明１０の伝
達媒体において同じである。
【００１０】
　また、伝達媒体としては、例えば、信号線、電力線、導波管、アンテナケーブル、光フ
ァイバー及びチューブが含まれる。伝達方向は、眼の外側から装着部に伝達する方向（内
向き方向）、装着部から眼の外側に伝達する方向（外向き方向）、並びに内向き方向及び
外向き方向の双方向が含まれる。以下、発明７及び８の眼用器具、発明９の眼用装着物、
並びに発明１０の伝達媒体において同じである。
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【００１１】
　また、眼用器具としては、例えば、眼用デバイス、薬剤供給補助具及び矯正具が含まれ
る。眼用デバイスとしては、例えば、（１）眼に対し情報の提供を行うデバイス、（２）
眼に関する情報の収集を行うデバイス、（３）眼の外側に対し情報の提供を行うデバイス
、（４）眼の外側に関する情報の収集を行うデバイス、（５）眼に対し機能の維持、回復
若しくは付与又は作用を行うデバイス、及び（６）眼の外側に対し機能の付与又は作用を
行うデバイスが含まれる。これらのうち（３）の機能としては、例えば、認証装置等に対
し認証情報を投影する機能が挙げられる。また、眼用デバイスとしては、例えば、（１）
光学デバイス（例えば、レンズ、光ファイバー、光導波路、光アイソレータ、半導体レー
ザ）、及び（２）電子デバイス（例えば、カメラ、投影機、センサ）が含まれる。以下、
発明７及び８の眼用器具、発明９の眼用装着物、発明１０の伝達媒体、並びに発明１１の
固定具において同じである。
【００１２】
　〔発明２〕　さらに、発明２の眼用器具は、発明１の眼用器具において、前記伝達媒体
は、前記装着部の周縁に接続する。
【００１３】
　〔発明３〕　さらに、発明３の眼用器具は、発明１の眼用器具において、前記伝達媒体
は、前記装着部の前面に接続する。
【００１４】
　〔発明４〕　さらに、発明４の眼用器具は、発明１乃至３のいずれか１の眼用器具にお
いて、前記伝達媒体は、伸縮性を有する。
【００１５】
　〔発明５〕　さらに、発明５の眼用器具は、発明４の眼用器具において、前記装着部の
外側に配置され、眼に装着可能な外装着部を備え、前記伝達媒体は、前記装着部及び前記
外装着部を接続する。
【００１６】
　〔発明６〕　さらに、発明６の眼用器具は、発明１乃至５のいずれか１の眼用器具にお
いて、前記伝達媒体を眼の外側で固定する固定手段を備える。
【００１７】
　〔発明７〕　さらに、発明７の眼用器具は、眼に装着可能な装着部と、前記装着部と眼
の外側との間で電気若しくは電磁波又は被伝達物を伝達するための伝達媒体とを備え、前
記伝達媒体は、伸縮性を有する。
【００１８】
　〔発明８〕　さらに、発明８の眼用器具は、眼に装着可能な装着部と、前記装着部と眼
の外側との間で電気若しくは電磁波又は被伝達物を伝達するための伝達媒体と、前記伝達
媒体を眼の外側で固定する固定手段とを備える。
【００１９】
　〔発明９〕　一方、上記目的を達成するために、発明９の眼用装着物は、発明１乃至８
のいずれか１に記載の眼用器具における前記伝達媒体に接続される前記装着部である。
【００２０】
　〔発明１０〕　一方、上記目的を達成するために、発明１０の伝達媒体は、発明１乃至
８のいずれか１に記載の眼用器具における前記装着部に接続される前記伝達媒体である。
【００２１】
　〔発明１１〕　一方、上記目的を達成するために、発明１１の固定具は、発明６及び８
のいずれか１に記載の眼用器具における前記伝達媒体を固定する前記固定手段である。
【００２２】
　〔発明１２〕　一方、上記目的を達成するために、発明１２の被伝達物は、発明１乃至
８のいずれか１に記載の眼用器具における前記伝達媒体を介して伝達される前記被伝達物
である。
【００２３】
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　〔発明１３〕　一方、上記目的を達成するために、発明１３の伝送装置は、発明１乃至
８のいずれか１に記載の眼用器具との間で前記伝達媒体を介して電気又は電磁波の伝送を
行う。
【発明の効果】
【００２４】
　以上説明したように、発明１の眼用器具によれば、装着部のうち装着時に眼角に臨む縁
部に伝達媒体が接続されているので、従来に比して、眼瞼との干渉が生じる可能性又は度
合いを低減することができる。
【００２５】
　さらに、発明２の眼用器具によれば、装着部の周縁に伝達媒体が接続されているので、
眼瞼との干渉が生じる可能性又は度合いをさらに低減することができる。
【００２６】
　さらに、発明３の眼用器具によれば、装着部の前面に伝達媒体が接続されているので、
装着部の後面に接続する構成に比して、眼球との干渉が生じる可能性又は度合いを低減す
ることができる。
【００２７】
　さらに、発明４又は７の眼用器具によれば、眼球の動作によって装着部が動いても、伝
達媒体が伸縮して装着部の動きに追従することができる。
【００２８】
　さらに、発明５の眼用器具によれば、眼球の動作によって装着部及び外装着部が動き、
その動きに差が生じても、伝達媒体が伸縮してその差を吸収することができる。
【００２９】
　さらに、発明６又は８の眼用器具によれば、伝達媒体を眼の外側で安定して維持するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】コンタクトレンズ１０の外観形状を示す図であり、（ａ）はコンタクトレンズ１
０の正面図、（ｂ）はコンタクトレンズ１０の右側面図である。
【図２】コンタクトレンズ１０の装着方法を説明するための図であり、（ａ）は眼２０の
正面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図３】コンタクトレンズ１０の外観形状を示す図であり、（ａ）はコンタクトレンズ１
０の正面図、（ｂ）はコンタクトレンズ１０の右側面図である。
【図４】コンタクトレンズ１０の外観形状を示す図であり、（ａ）はコンタクトレンズ１
０の正面図、（ｂ）はコンタクトレンズ１０の右側面図である。
【図５】コンタクトレンズ１０の正面図である。
【図６】コンタクトレンズ１０の装着方法を説明するための図であり、（ａ）は眼２０の
正面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図７】コンタクトレンズ１０の正面図である。
【図８】コンタクトレンズ１０の正面図である。
【図９】コンタクトレンズ１０の外観形状を示す図であり、（ａ）はコンタクトレンズ１
０の正面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図１０】コンタクトレンズ１０の外観形状を示す図であり、（ａ）はコンタクトレンズ
１０の正面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図１１】コンタクトレンズ１０の装着方法を説明するための図であり、眼２０の正面図
である。
【図１２】外装着部１４の外観形状を示す図であり、（ａ）は外装着部１４の正面図、（
ｂ）は正面からみた外装着部１４の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。図１及び図２は、本実施の形態を示す図である



(6) JP 2020-3586 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

。
【００３２】
　まず、本実施の形態の構成を説明する。
　図１は、コンタクトレンズ１０の外観形状を示す図であり、（ａ）はコンタクトレンズ
１０の正面図、（ｂ）はコンタクトレンズ１０の右側面図である。
【００３３】
　コンタクトレンズ１０は、図１に示すように、眼球の表面に装着可能な装着部１２を有
して構成されている。装着部１２は、ソフトコンタクトレンズと同一の材質で構成されて
いる。装着部１２は、公知のソフトコンタクトレンズと同様に眼球の表面形状に沿った球
面形状であり、全体として球殻形状となっている。その後面は、眼球の表面にフィットす
るように眼球の表面と同一又は近い曲率となる球面形状となっている。また、平面形状が
全体として円形状となっている。公知のソフトコンタクトレンズと異なる点の一つはサイ
ズが大きい点であり、装着時に眼瞼裏側の深部にまで及ぶ領域を有している。
【００３４】
　装着部１２には、電子デバイス３０が内蔵されている。電子デバイス３０は、装着部１
２の厚さよりも薄く形成され、角膜領域（装着時に角膜に位置する領域）を避け装着部１
２の周縁に全周にわたって形成されている。電子デバイス３０としては、例えば、特開２
０１７－１９８９８４に開示される電子デバイスを採用することができる。
【００３５】
　コンタクトレンズ１０は、さらに、信号や電力を電子デバイス３０に伝送するためのケ
ーブル１６を有して構成されている。ケーブル１６は、絶縁性の素材で形成され、電子デ
バイス３０に接続される信号線や電力線等の電線３２が同軸上に配線されている。ケーブ
ル１６の一端は、装着部１２のうち装着時に右眼角（右目の場合は内眼角をいい、左目の
場合は外眼角をいう。）に臨む周縁に接続され、他端は、眼の外側に設置されるコントロ
ールデバイス（不図示）に接続されている。コントロールデバイスは、例えば、眼鏡、ゴ
ーグル、帽子、マスク、フェイスマスク、鼻当て、耳などに取り付けることができる。
【００３６】
　次に、本実施の形態の動作を説明する。
　図２は、コンタクトレンズ１０の装着方法を説明するための図であり、（ａ）は眼２０
の正面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。図２（ａ）中、点線で示す
最外円は結膜の外縁を示している。
【００３７】
　使用者は、図２に示すように、コンタクトレンズ１０を装着する。ケーブル１６は、装
着部１２のうち右眼角に臨む周縁に接続されているので、上眼瞼２６ａ及び下眼瞼２６ｂ
の軌道をなるべく避け右眼角から引き出すことができる。右眼角から引き出したケーブル
１６は、眼２０の外側で安定して維持できるようシール１８で固定する。コンタクトレン
ズ１０は、角膜２４上に重ね合わされて装用されることにより使用者の眼光学系に光学特
性を与える。また、装用時は、電子デバイス３０により眼２０に関する情報の収集等が行
われる。電子デバイス３０には、ケーブル１６を介して、眼２０の外側に設置されるコン
トロールデバイスとの間で信号の入出力及び電力の供給が行われる。
【００３８】
　次に、本実施の形態の効果を説明する。
　本実施の形態では、コンタクトレンズ１０は、眼２０に装着可能な装着部１２と、信号
や電力を電子デバイス３０に伝送するためのケーブル１６とを備え、ケーブル１６は、装
着部１２のうち装着時に右眼角に臨む縁部に接続する。
【００３９】
　これにより、上眼瞼２６ａ及び下眼瞼２６ｂの軌道をなるべく避けケーブル１６を右眼
角から引き出すことができるので、従来に比して、上眼瞼２６ａ又は下眼瞼２６ｂとの干
渉が生じる可能性又は度合いを低減することができる。
【００４０】
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　さらに、本実施の形態では、ケーブル１６は、装着部１２の周縁に接続する。
　これにより、上眼瞼２６ａ又は下眼瞼２６ｂとの干渉が生じる可能性又は度合いをさら
に低減することができる。
【００４１】
　さらに、本実施の形態では、コンタクトレンズ１０は、ケーブル１６を眼２０の外側で
固定するシール１８を備える。
【００４２】
　これにより、ケーブル１６を眼２０の外側で安定して維持することができる。
　本実施の形態において、コンタクトレンズ１０は、発明１、２、６、８乃至１１又は１
３の眼用器具に対応し、装着部１２は、発明９の眼用装着物に対応し、電線３２は、発明
１、２、６、８乃至１１又は１３の伝達媒体に対応し、シール１８は、発明６、８若しく
は１１の固定手段、又は発明１１の固定具に対応している。また、コントロールデバイス
は、発明１３の伝送装置に対応している。
【００４３】
〔変形例〕
　なお、上記実施の形態の変形例として、次の構成を単独又は組み合わせて採用すること
ができる。
【００４４】
〔前面接続構造〕
　図３は、コンタクトレンズ１０の外観形状を示す図であり、（ａ）はコンタクトレンズ
１０の正面図、（ｂ）はコンタクトレンズ１０の右側面図である。
【００４５】
　ケーブル１６の一端は、図３に示すように、装着部１２の前面のうち装着時に右眼角に
臨む縁部に接続されている。これにより、装着部１２の後面に接続する構成に比して、眼
球との干渉が生じる可能性又は度合いを低減することができる。
【００４６】
〔周縁接続基端厚構造〕
　図４は、コンタクトレンズ１０の外観形状を示す図であり、（ａ）はコンタクトレンズ
１０の正面図、（ｂ）はコンタクトレンズ１０の右側面図である。
【００４７】
　ケーブル１６の一端は、図４に示すように、装着部１２のうち装着時に右眼角に臨む周
縁に接続されている。ケーブル１６の基端（装着部１２との接点）は、上下方向に幅広と
なっており、他端に向かうほど先細りになっている。
【００４８】
　これにより、ケーブル１６の基端を丈夫にすることができる。
〔周縁接続複線構造〕
　図５は、コンタクトレンズ１０の正面図である。
【００４９】
　装着部１２のうち装着時に右眼角に臨む周縁には、図５に示すように、３つのケーブル
１６ａ、１６ｂ、１６ｃが接続されている。ケーブル１６ｂの一端は、装着部１２のうち
右眼角に最も近い周縁に接続され、ケーブル１６ｂは、電子デバイス３０に接続される信
号線や電力線等の電線３２ｂが同軸上に配線されている。ケーブル１６ａの一端は、装着
部１２のうちケーブル１６ｂよりも上方の周縁に接続され、ケーブル１６ａは、電子デバ
イス３０に接続される信号線や電力線等の電線３２ａが同軸上に配線されている。ケーブ
ル１６ｃの一端は、装着部１２のうちケーブル１６ｂよりも下方の周縁に接続され、ケー
ブル１６ｃは、電子デバイス３０に接続される信号線や電力線等の電線３２ｃが同軸上に
配線されている。ケーブル１６ａ、１６ｃは、他端側でケーブル１６ｂと一本化されてい
る。
【００５０】
　これにより、複線化が可能となる。例えば、１つの信号を複数の経路で伝送するように
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複線化すれば１本が断線しても通信を確保することができる。また、１つの信号を分割し
て複数の経路で伝送するように複線化すれば高速通信を実現することができる。また、電
力を複数の経路で伝送するように複線化すれば１本が断線しても電力供給を確保すること
ができる。
【００５１】
〔外輪構造〕
　図６は、コンタクトレンズ１０の装着方法を説明するための図であり、（ａ）は眼２０
の正面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。図６（ａ）中、点線で示す
最外円は結膜の外縁を示している。
【００５２】
　コンタクトレンズ１０は、図６に示すように、眼２０に装着可能な装着部１２と、装着
部１２の外側に配置される外装着部１４と、信号や電力を電子デバイス３０に伝送するた
めのケーブル１６ａ、１６ｂ、１６ｃ、１６ｄとを有して構成されている。
【００５３】
　外装着部１４は、ソフトコンタクトレンズと同一の材質で構成されている。外装着部１
４は、公知のソフトコンタクトレンズと同様に眼球の表面形状に沿った球面形状であり、
全体として球殻形状となっている。その後面は、眼球の表面にフィットするように眼球の
表面と同一又は近い曲率となる球面形状となっている。また、平面形状が全体として円形
状となっている。外装着部１４の中央には、装着部１２の装着領域を開口する貫通孔が形
成されている。
【００５４】
　ケーブル１６ａは、コイル状に形成され、伸長方向に伸縮性を有する。ケーブル１６ａ
の一端は、装着部１２のうち装着時に右眼角に臨む周縁に接続され、他端は、外装着部１
４のうち装着時に右眼角寄りに位置する内周縁に接続されている。
【００５５】
　ケーブル１６ｃは、上記実施の形態におけるケーブル１６と同様に構成され、ケーブル
１６ａ及び外装着部１４を介して導入される電線が同軸上に配線されている。ケーブル１
６ｃの一端は、外装着部１４のうち装着時に右眼角に臨む周縁に接続され、他端は、眼の
外側に設置されるコントロールデバイス（不図示）に接続されている。
【００５６】
　ケーブル１６ｂは、コイル状に形成され、伸長方向に伸縮性を有する。ケーブル１６ｂ
の一端は、装着部１２のうち装着時に左眼角（右目の場合は外眼角をいい、左目の場合は
内眼角をいう。）に臨む周縁に接続され、他端は、外装着部１４のうち装着時に左眼角寄
りに位置する内周縁に接続されている。
【００５７】
　ケーブル１６ｄは、上記実施の形態におけるケーブル１６と同様に構成され、ケーブル
１６ｂ及び外装着部１４を介して導入される電線が同軸上に配線されている。ケーブル１
６ｄの一端は、外装着部１４のうち装着時に左眼角に臨む周縁に接続され、他端は、眼の
外側に設置されるコントロールデバイス（不図示）に接続されている。
【００５８】
　これにより、眼球の動作によって装着部１２及び外装着部１４が動き、その動きに差が
生じても、ケーブル１６ａ、１６ｂが伸縮してその差を吸収することができる。そして、
外装着部１４は、装着部１２よりも動きが小さいので、ケーブル１６ｃ、１６ｄを外装着
部１４から安定して引き出すことができる。
【００５９】
〔外輪複線構造〕
　図７は、コンタクトレンズ１０の正面図である。図７の構成は、図６に示す実施の形態
の変形例である。
【００６０】
　図７（ａ）の変形例では、コンタクトレンズ１０は、装着部１２と、外装着部１４と、
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複数（図７（ａ）の例では１６本）のケーブル１６及びケーブル１６ａ、１６ｂとを有し
て構成されている。
【００６１】
　ケーブル１６は、図６に示すケーブル１６ａ、１６ｂと同様に伸縮性を有して構成され
、装着部１２の外周に沿って周方向に均等に配線されている。
【００６２】
　ケーブル１６ａは、上記実施の形態におけるケーブル１６と同様に構成され、ケーブル
１６の一部及び外装着部１４を介して導入される電線が同軸上に配線されている。ケーブ
ル１６ａの一端は、外装着部１４のうち装着時に右眼角に臨む周縁に接続され、他端は、
眼の外側に設置されるコントロールデバイス（不図示）に接続されている。
【００６３】
　ケーブル１６ｂは、上記実施の形態におけるケーブル１６と同様に構成され、ケーブル
１６の残部及び外装着部１４を介して導入される電線が同軸上に配線されている。ケーブ
ル１６ｂの一端は、外装着部１４のうち装着時に左眼角に臨む周縁に接続され、他端は、
眼の外側に設置されるコントロールデバイス（不図示）に接続されている。
【００６４】
　これにより、複線化が可能となる。
　図７（ｂ）の変形例では、コンタクトレンズ１０は、装着部１２と、外装着部１４と、
ケーブル１６ａ、１６ｂ、１６ｃ、１６ｄ、１６ｅとを有して構成されている。
【００６５】
　ケーブル１６ａ、１６ｂ、１６ｃ、１６ｄは、装着部１２及び外装着部１４の面方向に
起伏する蛇腹状に形成され、伸長方向に伸縮性を有する。ケーブル１６ａの一端は、装着
部１２の上部周縁に接続され、他端は、外装着部１４のうち上部内周縁に接続されている
。ケーブル１６ｂの一端は、装着部１２の右部周縁に接続され、他端は、外装着部１４の
うち右部内周縁に接続されている。ケーブル１６ｃの一端は、装着部１２の下部周縁に接
続され、他端は、外装着部１４のうち下部内周縁に接続されている。ケーブル１６ｄの一
端は、装着部１２の左部周縁に接続され、他端は、外装着部１４のうち左部内周縁に接続
されている。
【００６６】
　ケーブル１６ｅは、上記実施の形態におけるケーブル１６と同様に構成され、ケーブル
１６ａ、１６ｂ、１６ｃ、１６ｄ及び外装着部１４を介して導入される電線が同軸上に配
線されている。ケーブル１６ｅの一端は、外装着部１４のうち装着時に右眼角に臨む周縁
に接続され、他端は、眼の外側に設置されるコントロールデバイス（不図示）に接続され
ている。
【００６７】
　これにより、複線化が可能となる。
〔外輪螺線構造〕
　図８は、コンタクトレンズ１０の正面図である。図８の構成は、図６に示す実施の形態
の変形例である。
【００６８】
　コンタクトレンズ１０は、図８に示すように、装着部１２と、外装着部１４と、ケーブ
ル１６ａ、１６ｂとを有して構成されている。
【００６９】
　ケーブル１６ａは、上記実施の形態におけるケーブル１６と同様に構成され、装着部１
２の外周に沿って螺旋状に配線されている。
【００７０】
　ケーブル１６ｂは、上記実施の形態におけるケーブル１６と同様に構成され、ケーブル
１６ａ及び外装着部１４を介して導入される電線が同軸上に配線されている。ケーブル１
６ｂの一端は、外装着部１４のうち装着時に左眼角に臨む周縁に接続され、他端は、眼の
外側に設置されるコントロールデバイス（不図示）に接続されている。
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【００７１】
　このように、ケーブル１６ａを螺旋状に配線することによりケーブル１６ａに伸縮性を
持たせることができる。
【００７２】
〔外輪一体構造〕
　図９は、コンタクトレンズ１０の外観形状を示す図であり、（ａ）はコンタクトレンズ
１０の正面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。図９の構成は、図６に
示す実施の形態の変形例である。
【００７３】
　コンタクトレンズ１０は、図９に示すように、装着部１２と、外装着部１４と、信号や
電力を電子デバイス３０に伝送するための伝送部１６ｆと、ケーブル１６ａとを有して構
成されている。
【００７４】
　伝送部１６ｆは、装着部１２と外装着部１４との間に介在する部材であって、装着部１
２及び外装着部１４の厚さよりも薄く形成されている。伝送部１６ｆは、電子デバイス３
０に接続される信号線や電力線等の電線（不図示）が同軸上に配線されている。
【００７５】
　ケーブル１６ａは、上記実施の形態におけるケーブル１６と同様に構成され、伝送部１
６ｆ及び外装着部１４を介して導入される電線が同軸上に配線されている。ケーブル１６
ａの一端は、外装着部１４のうち装着時に右眼角に臨む周縁に接続され、他端は、眼の外
側に設置されるコントロールデバイス（不図示）に接続されている。
【００７６】
　このように、装着部１２及び外装着部１４の厚さよりも薄く伝送部１６ｆを形成するこ
とにより伝送部１６ｆに伸縮性を持たせることができる。
【００７７】
〔外輪蛇腹構造〕
　図１０は、コンタクトレンズ１０の外観形状を示す図であり、（ａ）はコンタクトレン
ズ１０の正面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線に沿った断面図である。図１０の構成は、図
９に示す実施の形態の変形例である。
【００７８】
　コンタクトレンズ１０は、図１０に示すように、装着部１２と、外装着部１４と、伝送
部１６ｆと、ケーブル１６ａとを有して構成されている。
【００７９】
　伝送部１６ｆは、装着部１２と外装着部１４との間に介在する部材であって、前後方向
に起伏する蛇腹状に形成されている。伝送部１６ｆは、電子デバイス３０に接続される信
号線や電力線等の電線（不図示）が同軸上に配線されている。
【００８０】
　ケーブル１６ａは、上記実施の形態におけるケーブル１６と同様に構成され、伝送部１
６ｆ及び外装着部１４を介して導入される電線が同軸上に配線されている。ケーブル１６
ａの一端は、外装着部１４のうち装着時に右眼角に臨む周縁に接続され、他端は、眼の外
側に設置されるコントロールデバイス（不図示）に接続されている。
【００８１】
　このように、伝送部１６ｆを蛇腹状に形成することにより伝送部１６ｆに伸縮性を持た
せることができる。
【００８２】
〔両側周縁接続構造〕
　図１１は、コンタクトレンズ１０の装着方法を説明するための図であり、眼２０の正面
図である。図１１中、点線で示す最外円は結膜の外縁を示している。図１１の構成は、上
記実施の形態の変形例である。
【００８３】
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　コンタクトレンズ１０は、図１１に示すように、装着部１２と、ケーブル１６ａ、１６
ｂと、シール１８ａ、１８ｂとを有して構成されている。
【００８４】
　ケーブル１６ａ、１６ｂは、図６に示すケーブル１６ａ、１６ｂと同様に伸縮性を有し
て構成されている。ケーブル１６ａの一端は、装着部１２のうち装着時に右眼角に臨む周
縁に接続され、他端は、眼の外側に設置されるコントロールデバイス（不図示）に接続さ
れている。右眼角から引き出したケーブル１６ａは、眼２０の外側で安定して維持できる
ようシール１８ａで固定する。一方、ケーブル１６ｂの一端は、装着部１２のうち装着時
に左眼角に臨む周縁に接続され、他端は、眼の外側に設置されるコントロールデバイス（
不図示）に接続されている。左眼角から引き出したケーブル１６ｂは、眼２０の外側で安
定して維持できるようシール１８ｂで固定する。
【００８５】
　これにより、眼球の動作によって装着部１２が動いても、ケーブル１６ａ、１６ｂが伸
縮して装着部１２の動きに追従することができる。
【００８６】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、ケーブル１６、１６ａ、１６ｂ、１
６ｃ、１６ｄ、１６ｅ又は伝送部１６ｆ（以下「ケーブル１６等」という。）の接続位置
等を例示したが、これに限らず、ケーブル１６等は、任意の数、任意の方向、任意の大き
さ、任意の形状、任意の材質で形成することができ、装着部１２又は外装着部１４の任意
の箇所に接続することができる。
【００８７】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、ケーブル１６等を装着部１２又は外
装着部１４に一体に接続したが、これに限らず、コネクタ等の連結部を設け、ケーブル１
６等を装着部１２又は外装着部１４から着脱可能とする構成を採用することもできる。こ
の場合、連結部は、装着部１２又は外装着部１４に設けてもよいし、ケーブル１６等の途
中に設けてもよい。
【００８８】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、ケーブル１６等の幅について特に説
明しなかったが、ケーブル１６等の幅は任意であり、例えば、伸長方向に一定であっても
よいし、伸長方向に変化していてもよい。
【００８９】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、ケーブル１６等は、絶縁性の素材で
構成したが、これに限らず、ケーブル１６等の素材は任意であり、例えば、電線３２、３
２ａ、３２ｂ、３２ｃ（以下「電線３２等」という。）が絶縁性の素材で被覆されている
場合は、ケーブル１６等は必ずしも絶縁性の素材で構成する必要はない。また、ケーブル
１６等の素材は、装着部１２又は外装着部１４の素材と同一であってもよいし、異なって
いてもよい。
【００９０】
　また、上記実施の形態及びその変形例において、ケーブル１６等は、シール１８、１８
ａ、１８ｂで固定したが、これに限らず、眼鏡、ゴーグル、帽子、マスク、フェイスマス
ク、鼻当てその他の固定手段で固定することもできる。
【００９１】
　また、上記実施の形態及びその変形例において、ケーブル１６等は、他端をコントロー
ルデバイスに接続したが、これに限らず、コンタクトレンズ１０との間でケーブル１６等
を介して電気又は電磁波の伝送を行うものであれば任意の機器、装置、器具、治具に接続
することができる。例えば、他方の眼に装着されたコンタクトレンズ１０の電子デバイス
３０、中継器（無線中継器、リピータ、スイッチ、ハブ、ブリッジ、ルータ等）、バッテ
リーなどに接続することができる。
【００９２】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、装着部１２の形状等を例示したが、
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これに限らず、装着部１２は、任意の大きさ、任意の形状、任意の材質で形成することが
できる。外装着部１４についても同様である。
【００９３】
　また、図６乃至図１０の変形例において、外装着部１４は、眼瞼結膜円蓋部に接触しな
い程度の大きさとして構成したが、これに限らず、眼瞼結膜円蓋部に位置（接触又は近接
）するように構成することもできる。装着部１２についても同様である。
【００９４】
　また、図６乃至図１０の変形例において、装着部１２及び外装着部１４を有線接続した
が、これに限らず、装着部１２及び外装着部１４を無線接続することもできる。信号を伝
送する場合は、（１）無線で信号を送信する信号送信機を装着部１２に、信号送信機から
の無線信号を受信する信号受信機を外装着部１４に設ける構成、（２）信号送信機を外装
着部１４に、信号受信機を装着部１２に設ける構成、又は（３）信号送信機の送信機能及
び信号受信機の受信機能を有する信号送受信機を装着部１２に、装着部１２の信号送受信
機との間で無線信号を送受信する信号送受信機を外装着部１４に設ける構成を採用するこ
とができる。構成（１）～（３）において、外装着部１４と眼２０の外側との間は、ケー
ブル１６等を用いて有線接続してもよいし、本変形例と同様にケーブル１６等を用いず無
線接続してもよい。
【００９５】
　電力を伝送する場合は、（１）ループコイル等を用いて無線で給電を行う電力送信機を
外装着部１４に、ループコイル等を用いて電力送信機から無線で受電を行う電力受信機を
装着部１２に設ける構成、（２）電力送信機を装着部１２に、電力受信機を外装着部１４
に設ける構成、（３）電力送信機の給電機能及び電力受信機の受電機能を有する電力送受
信機を外装着部１４に、外装着部１４の電力送受信機との間で無線で給電及び受電を行う
電力送受信機を装着部１２に設ける構成を採用することができる。構成（１）～（３）に
おいて、外装着部１４と眼２０の外側との間は、ケーブル１６等を用いて有線接続しても
よいし、本変形例と同様にケーブル１６等を用いず無線接続してもよい。
【００９６】
　また、上記実施の形態及びその変形例において、電線３２等は、信号や電力を伝送する
ための媒体として構成したが、これに限らず、電気若しくは電磁波又は被伝達物を伝達す
るための伝達媒体であれば任意の伝達媒体を採用することができる。被伝達物としては、
例えば、薬剤、酸素、水、固体、液体又は気体が挙げられる。電気又は電磁波を伝達する
ための伝達媒体としては、例えば、信号線、電力線、導波管、アンテナケーブル又は光フ
ァイバーを用いることができる。また、被伝達物を伝達するための伝達媒体としては、例
えば、チューブを用いることができる。
【００９７】
　例えば、薬剤供給補助具として適用する場合は、次の構成を単独又は組み合わせて採用
することができる。
【００９８】
　第１の構成は、外部の薬剤タンクからチューブを介して外装着部１４に薬剤を供給し、
外装着部１４の前面、後面、内周縁又は外周縁等から眼２０に薬剤を供給する構成である
。例えば、図１２の変形例を採用することができる。
【００９９】
　図１２は、外装着部１４の外観形状を示す図であり、（ａ）は外装着部１４の正面図、
（ｂ）は正面からみた外装着部１４の斜視図である。
【０１００】
　外装着部１４の中央には、図１２に示すように、装着部１２の装着領域を開口する貫通
孔１４ａが形成されている。貫通孔１４ａの内周面１４ｂのうち装着時に右眼角寄りに位
置する箇所には、吐出孔１４ｃが形成されている。
【０１０１】
　外装着部１４は、チューブ１６ｇを有して構成されている。チューブ１６ｇは、薬剤を
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伝達するための管路３４が同軸上に形成されている。管路３４の一端は、吐出孔１４ｃに
接続され、他端は、薬剤タンク（不図示）に接続されている。薬剤タンクは、例えば、眼
鏡、ゴーグル、帽子、マスク、フェイスマスク、鼻当て、耳などに取り付けることができ
る。薬剤タンクの薬剤は、チューブ１６ｇを介して外装着部１４に伝達されて吐出孔１４
ｃから吐出され、眼に供給される。
【０１０２】
　第２の構成は、外部の薬剤タンクからチューブを介して外装着部１４に薬剤を供給し、
外装着部１４からチューブを介して装着部１２に薬剤を供給し、装着部１２の前面、後面
又は周縁等から眼２０に薬剤を供給する構成である。
【０１０３】
　第３の構成は、外部の薬剤タンクからチューブを介してコンタクトレンズ１０に薬剤を
供給し、コンタクトレンズ１０の前面、後面又は周縁等から眼２０に薬剤を供給する構成
である。
【０１０４】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、信号や電力の伝送方向について特に
説明しなかったが、伝送方向は任意である。例えば、コントロールデバイスから電子デバ
イス３０に信号又は電力を伝送する方向（内向き方向）、電子デバイス３０からコントロ
ールデバイスに信号又は電力を伝送する方向（外向き方向）、並びに内向き方向及び外向
き方向の双方向が挙げられる。
【０１０５】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、電子デバイス３０を装着部１２に内
蔵して構成したが、これに限らず、例えば、２枚のコンタクトレンズで装着部１２を構成
し、２枚のコンタクトレンズの間に電子デバイス３０を挟持してもよい。この場合、２枚
のコンタクトレンズは、一部を結合してもよいし、結合可能な結合構造（ねじ構造や嵌合
構造等）を設けてもよい。また、他の構成として、電子デバイス３０に吸盤等の吸着手段
を設け、吸着手段により装着部１２に吸着させてもよい。
【０１０６】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、コンタクトレンズ１０を眼球に直接
装着したが、これに限らず、１又は複数の媒体（例えば、部材）を介してコンタクトレン
ズ１０を間接的に眼球に装着することもできる。
【０１０７】
　また、上記実施の形態及びその変形例において、コンタクトレンズ１０は、ソフトコン
タクトレンズと同一の材質で構成したが、これに限らず、ハードコンタクトレンズと同一
の材質その他の材質で構成することもできる。例えば、薬剤その他の眼用装着物として構
成することができる。
【０１０８】
　また、上記実施の形態及びその変形例において、コンタクトレンズ１０は、平面形状を
全体として円形状に形成したが、これに限らず、任意の形状を採用することができる。例
えば、全体として縦長楕円形状に形成すれば、コンタクトレンズ１０に薬剤シート等を付
着させて薬剤供給補助具として使用する場合は、結膜の深部まで薬剤を供給しやすい。ま
た、全体として横長楕円形状に形成すれば、結膜炎等の症状時に眼瞼結膜への干渉が生じ
る可能性又は度合いを低減することができる。このほか、コンタクトレンズ１０の全体の
大きさについても任意の大きさを採用することができる。
【０１０９】
　また、上記実施の形態及びその変形例において、装着部１２は、角膜領域を開口する貫
通孔を形成しなかったが、これに限らず、角膜領域を開口する貫通孔を形成することもで
きる。貫通孔は、角膜領域を開口する孔に限定されることなく、任意の数、任意の大きさ
、任意の形状で、任意の箇所に形成することができる。例えば、貫通孔は、少なくとも瞳
孔領域（装着時に瞳孔２２に位置する領域）を開口する孔として形成することもできるし
、コンタクトレンズ１０の面方向に開口させることもできる。また、眼球の動き量は上下
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方向よりも左右方向の方が大きいので、角膜２４への干渉が生じる可能性又は度合いを低
減する観点からは、貫通孔の幅（横方向の長さ）は貫通孔の高さ（縦方向の長さ）よりも
大きくする構成を採用することができる。同様の観点から、眼球の上下方向の動き量は下
方向よりも上方向の方が大きいので、貫通孔において装着時に正面を向いた角膜２４の中
心に位置する基準点から上端までの長さは、同基準点から下端までの長さよりも大きくす
る構成を採用することができる。この２点を考慮すると、貫通孔は、例えば、上部が膨張
する横長楕円形状（幅が高さよりも大きく、基準点から上端までの長さが下端までの長さ
よりも大きい形状）とする構成を採用することができる。この場合、眼瞼や眼球の動き等
によりコンタクトレンズ１０が眼球の表面上で回転すると、角膜２４に対する貫通孔の相
対位置が変化してしまうので、コンタクトレンズ１０が回転する可能性又は度合いを低減
する観点からは、例えば、コンタクトレンズ１０の上縁が上眼瞼結膜円蓋部に、下縁が眼
瞼結膜円蓋部に位置（接触又は近接）するようにコンタクトレンズ１０の大きさを設定す
る構成を採用することができる。また、装着部１２に形成する孔は、貫通孔に限らず、前
面を開口とする凹部（一部又は全部が底となる場合を含む。以下、同様である。）又は後
面を開口とする凹部（以下これらを総称して「凹部」という。）として形成することもで
きる。
【０１１０】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、コンタクトレンズ１０の材質につい
て説明しなかったが、コンタクトレンズ１０に薬剤シート等を付着させて薬剤供給補助具
として使用する場合、可溶性の材質で構成することができる。これにより、コンタクトレ
ンズ１０を薬剤とともに溶解させることができる。この場合、コンタクトレンズ１０の材
質として薬剤よりも溶解速度が遅い材質を採用することができる。
【０１１１】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、本発明をコンタクトレンズ１０に適
用したが、これに限らず、眼に装着可能な眼用装着物であれば任意の眼用装着物に適用す
ることができる。眼用装着物としては、例えば、（１）電子デバイス、（２）ソフトコン
タクトレンズ、ハードコンタクトレンズその他のレンズ、光ファイバー、光導波路、光ア
イソレータ、半導体レーザ等の光学デバイス、（３）薬剤供給補助具、（４）矯正具、（
５）薬剤、（６）サプリメント、（７）磁性流体、又は（８）その他の眼用装着物を採用
することができる。ここで、眼用装着物が電子デバイスの場合、（１）眼に対し情報の提
供を行うデバイス（例えば、投影機）、（２）眼に関する情報の収集を行うデバイス（例
えば、カメラ、生体センサその他のセンサ）、（３）眼の外側に対し情報の提供を行うデ
バイス（例えば、ディスプレイ）、（４）眼の外側に関する情報の収集を行うデバイス（
例えば、カメラ、生体センサその他のセンサ）、（５）眼に対し機能の維持、回復若しく
は付与又は作用を行うデバイス（例えば、医療機器、発光素子、圧電素子、振動素子、発
熱素子）、又は（６）眼の外側に対し機能の付与又は作用を行うデバイス（例えば、医療
機器、発光素子、圧電素子、振動素子、発熱素子）を採用することができる。また、電子
デバイスに代えて光学デバイスその他の眼用デバイスを採用する場合も、同様に上記（１
）～（６）の機能を備えるデバイスを採用することができる。また、眼用装着物がハード
コンタクトレンズの場合、ハードコンタクトレンズが眼球に直接接触しにくいので装用感
を向上することができる。
【０１１２】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、コンタクトレンズ１０を眼用器具と
して採用したが、これに限らず、眼に装着可能な眼用器具であれば任意の眼用器具を採用
することができる。眼用器具としては、例えば、（１）電子デバイス、（２）ソフトコン
タクトレンズ、ハードコンタクトレンズその他のレンズ、光ファイバー、光導波路、光ア
イソレータ、半導体レーザ等の光学デバイス、（３）薬剤供給補助具、（４）矯正具、又
は（５）その他の眼用器具を採用することができる。また、コンタクトレンズ１０として
は、これら（１）～（５）以外に、眼に装着可能な眼用装着物を採用することができる。
眼用装着物としては、例えば、これら（１）～（５）以外に、（６）薬剤、（７）サプリ
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【０１１３】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、本発明に係る眼用器具を眼球の表面
に装着したが、これに限らず、例えば、人工角膜、人工虹彩、人工水晶体、人工硝子体、
人工網膜、眼内デバイス（例えば、虹彩の前側又は後側に留置される眼用デバイス、その
他眼球内に留置される眼用デバイスを含む。）又はその機能を補完するものとして構成し
、眼球内に装着することもできる。例えば、本発明を適用した電子デバイス内蔵の人工角
膜に接続端子を設け、本発明を適用したコンタクトレンズにもこれに対応する接続端子を
設け、コンタクトレンズを装着することにより接続端子同士を接続し、コンタクトレンズ
を介して人工角膜と眼の外側との間で電気若しくは電磁波又は被伝達物の伝達を行う構成
を採用することができる。また、この構成において、コンタクトレンズと人工角膜との間
又はコンタクトレンズと眼の外側との間は、図６乃至図１０の変形例及びその変形例のよ
うに無線接続する構成を採用することもできる。
【０１１４】
　また、上記実施の形態及びその変形例は相互に適用することができる。
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、コンタクトレンズ１０に本発明を適
用したが、これに限らず、本発明の主旨を逸脱しない範囲で他の場合にも適用可能である
。
【符号の説明】
【０１１５】
１０…コンタクトレンズ、　１２…装着部、　１４…外装着部、　１４ａ…貫通孔、　１
４ｂ…内周面、　１４ｃ…吐出孔、　１６、１６ａ、１６ｂ、１６ｃ、１６ｄ、１６ｅ…
ケーブル、　１６ｆ…伝送部、　１６ｇ…チューブ、　１８、１８ａ、１８ｂ…シール、
　２０…眼、　２２…瞳孔、　２４…角膜、　２６ａ…上眼瞼、　２６ｂ…下眼瞼、　３
０…電子デバイス、　３２、３２ａ、３２ｂ、３２ｃ…電線
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月18日(2019.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼球の表面にフィットする形状の第１装着部と、
　前記第１装着部よりも結膜外縁側に配置され、眼球の表面にフィットする形状の第２装
着部と、
　前記第１装着部及び前記第２装着部を接続しそれらの間で信号若しくは電力又は被伝達
物を伝達するための伝達媒体とを備えることを特徴とする眼用器具。
【請求項２】
　眼球の表面にフィットする形状の第１装着部と、
　前記第１装着部よりも結膜外縁側に配置され、眼球の表面にフィットする形状の第２装
着部と、
　前記第１装着部及び前記第２装着部を複数の接点で接続し前記第１装着部と前記第２装
着部との間で信号若しくは電力又は被伝達物を伝達するための複数の伝達媒体とを備える
ことを特徴とする眼用器具。
【請求項３】
　眼球の表面にフィットする形状の第１装着部と、
　前記第１装着部よりも結膜外縁側に配置され、眼球の表面にフィットする形状の第２装
着部と、
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　前記第１装着部及び前記第２装着部を接続しそれらの間で信号若しくは電力又は被伝達
物を伝達するための伝達媒体とを備え、
　前記伝達媒体は、伸長方向に伸縮性を有することを特徴とする眼用器具。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記伝達媒体は、コイル状に形成されていることを特徴とする眼用器具。
【請求項５】
　請求項３において、
　前記伝達媒体は、蛇腹状に形成されていることを特徴とする眼用器具。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項において、
　前記第１装着部は、前記伝達媒体に接続される電子デバイスを有し、
　前記伝達媒体は、前記電子デバイスに供給する信号若しくは電力、又は前記電子デバイ
スから供給される信号若しくは電力を伝送するための伝送媒体であることを特徴とする眼
用器具。
【請求項７】
　請求項１乃至５のいずれか１項において、
　前記伝達媒体は、前記第１装着部に供給する被伝達物、又は前記第１装着部から供給さ
れる被伝達物を伝達するための管路であることを特徴とする眼用器具。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記第１装着部は、前記伝達媒体を介して伝達される被伝達物を眼に供給する吐出孔が
形成されていることを特徴とする眼用器具。
【請求項９】
　請求項７及び８のいずれか１項において、
　前記被伝達物は、薬剤、酸素、水、固体、液体又は気体であることを特徴とする眼用器
具。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の眼用器具における前記伝達媒体に接続される前
記第１装着部又は前記第２装着部であることを特徴とする眼用装着物。
【請求項１１】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の眼用器具における前記第１装着部又は前記第２
装着部に接続される前記伝達媒体であることを特徴とする伝達媒体。
【請求項１２】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の眼用器具との間で前記伝達媒体を介して信号又
は電力の伝送を行うことを特徴とする伝送装置。
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